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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、中性子および陽子入射弾性外反応断面積の系統式を改良するため、原子核反応を微視

的に記述する核内カスケードモデルに着目してこれを大きく発展させ、弾性外反応を支配する物理

過程を明らかにした上で、高精度の系統式を新しく構築しているものであり、得られた成果は原子

核工学上寄与するところが大きい。よって価値ある業績であると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 


